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≪概要≫
多細胞生物が分化・機能の多様性を得るには、 個々の細胞が空間的な非対称
性パターン「細胞極性」を獲得する必要がある。 細胞極性の欠損は、神経変性・
癌化などを引き起こすことから、細胞極性の理解は様々な疾患の予防・治療に必
須と考えられる。本セミナーでは、線虫 C. elegans をモデル生物として、受精卵
が非対称性を獲得する分子メカニズムの理解（非対称パターン化の脱構築）と、
受精卵の非対称パターンを人為的に再構成するシステム（非対称パターン化の
再構築）について紹介する。受精卵で明らかになった「非対称パターン化」の基本
原理が、多細胞ステージにおいて再活用される仕組みについても議論したい。
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